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Ｃ .	子どもたちから共食へのメッセージ
「つくってあげたいごはん」コンテスト
作品集
　　2013 年 5 月 27 日　改訂新版
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名古屋学芸大学　管理栄養学部　創立 10 周年記念事業
「つくってあげたいごはん作品集」より転載
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つくってあげたいごはんコンテスト
「エイブリルフラワー生春巻き」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「にっこり丼」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「７しょくのピアノすし」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「くだものバスケット」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「おじいちゃんのグラタン」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「夏のキラキラ☆ワクワクごはん」
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つくってあげたいごはんコンテスト
「ままのかおむらいす」
名古屋学芸大学健康・栄養研究所年報　第 6号　特別号　2014年
105
　総合討論最後の一言発言のことです。
　小泉英明先生は塚原報告を取り上げ、“…作ってあげたいごはんコンテスト、すばらしかったですね。
あれはぜひ実行したいと思って、明日は日曜日ですので、さっそく私のイメージでオムレツを一つ作っ
てですね、それにケチャップで文字かあるいは絵を描いて、家内に温かいうちに食べさせたいなと ” と重
大告白をされたのです。
　私は後日、感銘を受けた特別講演について感謝のメールを書きました。その最後に次の一文を添えま
した。以下、K は小泉先生で、M は私です。
M：オムレツはいかがでしたか？　先生のお人柄が
とても良く伝わってくるメッセージでした。本
当にありがとうございました。
K：オムレツは、翌朝、写真のようなものを作りま
したが、柔らかなケチャップで形を描くのは、
意外と難しく、お恥ずかしいものとなりました。
小学生の方々の方が、ずっとお上手ですね。味
はＯＫだったようですが・・・ 
M：小泉先生の ”Love オムレツ ” に感動して、M 家
でも昨日 77 歳になった私が家族に感謝のちらしず
しを作りました。いつもお雛様と誕生日を一緒に祝っ
て、ちらしずしは母の代からの定番です。今年は小
松菜の葉で ” ありがとう ” を書きました。プチトマ
トをハート形に切り込んだのですが見えますか？　
その前日に南三陸町仮設エリアの食支援で遅く帰り
ましたので、買い物に行くことができず、常備菜で
作っているピクルスの中身を刻んで混ぜ込んだ簡単
ちらしずしです。少し恥ずかしいですが、写真を送
ります。
K：オムレツの件は恐縮です。もちろん素人の写真ですので、どのようにしていただいても問題
はございませんが、本当にお恥ずかしい限りです。ぶっつけ本番の一枚だけのオムレツで
したが、今週末には、バレンタインのチョコを作ってくれた姪に、もう少し改良したもの
を食べさせたいと考えております。レシピーを一切見ないで、覚えている味を再現するこ
とに面白さを感じておりますが、先回感じましたのは、フライパンは昔ながらの鉄が望ま
しいということでした。
後日談
足立己幸
